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高知市における措置（通報・入院）の状況

Ｒ３年度 Ｒ4年度 R5年度 R6年度

通報等件数 ４２ ４２ ４５ ４９

措置入院
（帰住地が市外の者も含む）

２５ ３１ ３５ ２９



退院後支援対象者（高知市に帰住する者）

Ｒ３年度 Ｒ４年度 R5年度 R6年度

高知市が措置した件数 ２５ ３１ ３５ ２９

高知県や他の福祉保健所が
措置した件数

２ ６ ４ 1

県外の福祉保健所が措置した件数 ０ １ ０ ０

（計）退院後支援対象者 ２７ ３０ ３２ ※２９



退院後支援実施者数

R３年度 Ｒ4年度 R５年度 R6年度

支援対象者 ２７ ３０ ３２ ２９

支援実施者
（新規者）

１４ １６ ２２ １５

支援実施者
（Ｒ４年度からの
継続者を含む）

２８ ２９ ４７ ３８



退院後支援実施者（３８人）の状況

退院後支援実施者

計画作成中
（入院）

措置入院 ０

医療保護入院 ２

任意入院 ３

計画交付
（退院）

外来通院 ２７

（再入院） ３

（その他） 死亡・治療中断等 ３

（Ｒ７年３月末時点の状況）退院後支援終了者：３０人



支援中の再措置入院

R4年度 R5年度 R6年度

要措置件数 ３１ ３５ ２９

退院後支援中の
再措置入院者数

１ ３ １



令和６年度措置入院者の
退院後支援の在り方検討会

① 退院後支援のフロー図の見直しや同意率を

あげるためにできること

② 退院後支援の評価の仕方について



延人数 実人数

１８８人 １４４人

■R1～R6年度に措置入院した者

■R1～R6年度に複数回措置入院した者

複数回措置入院した者
（実）

措置入院平均回数 退院後支援導入後の
措置入院平均回数

１５人 ３．２回 １．３回

措置入院者退院後支援のまとめ
～複数回措置入院した者について～



■（年代）

■R1～R6年度に複数回措置入院した者（病名）

統合失調症 知的障害 双極性感情障害 広汎性発達障害 パーソナリティ障害

７人 ３人 ２人 ２人 １人

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代

４人 ２人 ３人 １人 ３人 ２人

■（生活保護の有無）

あり なし

８人 ７人

■（同居・独居）

同居 独居

３人 １２人



■措置入院１回目

■措置入院を繰り返すまでの日数

■措置入院２回目以降

退院後支援あり 退院後支援なし

措置入院を繰り返すまでの
平均日数（在宅日数）

６１３日 ４２５日

退院後支援あり 退院後支援なし

平均
入院日数

１０７日 １１０日

退院後支援あり 退院後支援なし

平均
入院日数

１４０日 ２６２日

－３日

－１２２日

＋１８８日



地域移行支援なし 地域移行支援あり

措置入院を繰り返すまでの
日数（在宅日数）

２５８日 ７５８日

■在宅日数の比較（地域移行支援事業の有無）

地域移行支援なし 地域移行支援あり

措置入院を繰り返すまでの
日数（在宅日数）

85日 1045日

ケース①

ケース②

地域移行支援・
地域定着支援なし

地域移行支援・
地域定着支援あり

措置入院を繰り返すまでの
平均日数（在宅日数）

５８０日 ７７９日

全体

＋５００日

＋９６０日

＋１９９日



■ 退院後支援を導入すると、その後に措置入院を繰り返す回数は減少

する。

■ 初回の措置入院時に退院後支援を導入すると、入院期間が退院後支

援をしない者に比べて短くなり、２回目以降はその傾向がさらに顕著

にみられる。

■ 退院後支援を導入すると、その後に措置入院を繰り返すまでの期間

（在宅生活が可能な期間）が、退院後支援をしない者に比べて長くなっ

ている。

■ 退院後支援計画の中に地域移行支援・地域定着支援を導入すると、そ

の後に措置入院を繰り返すまでの期間（在宅生活が可能な期間）が、地

域移行支援・地域定着支援を導入しない者に比べて長くなっている。



措置入院者の退院後支援の在り方検討会

■目的 ： 措置入院者の支援体制に関する協議の場を設け，課題や

支援体制について検討する

■検討会委員 ： 高知市内の応急指定病院および特例措置をとることが

できる応急指定病院，高知県，高知市

■開催頻度 ： 年１回

■開催時期 ： 令和８年２月頃予定


